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本研究では,岡山大学教育学部附属幼稚園が実施している体力 ･運動能力テストから, 
2年,2
09
9
1
 6年およびその中間年にあたる 1

た｡幼稚園児の体力 ･運動能力が長期的に低い状況を維持していることは,小学生 ･中学生
9
にすることを目的とした｡幼児の体力 ･運動能力について,加齢の影響や性差が確認できた｡
よる差異が明らかとなった｡多くの測定項目で 年間における低下および不変が確認でき15
ことから,子どもを取り巻く生活環境の変化による運動経験や活動量の減少は,幼児期から
9
また,体力 ･運動能力に個人差が大きいことが幼児期の特徴とされるが,体力の構成要素に
の体力 ･運動能力が低下傾向を続けているとする報告と年代的にも同じであった｡これらの
の幅広い年代における体力 ･運動能力の低下に影響を及ぼすと考えられた｡ 
0 9年のデータを用いて 15年間の推移を明らか
Key
目的l
一般的に,体力 (行動体力)の構成要素としては,
筋力,瞬発力,筋持久力,全身持久力,敏捷性,辛
衡性,柔軟性,巧敵性があげられる 体力を評価す｡
るためには,これらの構成要素を測定可能な,妥当
性の高いテストを選択することが重要となる 体｡
dwor
力 ･運動能力テストの一つである文部科学省による
s:幼児,発達,体力,運動能力 
ル投げの 8種類の項目を測定することになってい
る｡ 各項目が評価する体力の構成要素は,筋力,筋
力 ･筋持久力,柔軟性,敏捷性,全身持久力,筋パ
ワー (瞬発力),スピード･走能力,筋パワー (梶
発力) ･投能力 ･巧敵性とされている｡ つまり,小
学生を対象としたテストでは,平衡性以外の体力の
構成要素が評価されることになる｡ さらに,新体カ
テストでは,項目 (種目)ごとに年齢別 ･性別に定
対象とした全国規模の体力測定であり,日本におけ
る体力 ･運動能力テストのスタンダードとなってい
る｡ ｢新体カテス ト｣では対象年齢を, 6-11歳 
Eめられた得点によりA段階～ 段階の総合評価が求
められ,体力の現状把握と向上-の動機付けがはか
られている｡
(小学生),12-19歳 (青少年),20歳～ 64歳 (成 幼児の体力 ･運動能力については,その構成要素
7
9歳 
から64歳までは運動能力及び体力を,また 65歳以 い｡テスト項目についても,発育及び発達段階との
上については健康関連体力に加えて歩行能力に重点 関連から,時間や距離といった定量的な測定と,
人)および65歳～ (高齢者)に区分し, 6歳 についても十分に明らかにされているとはいえな
-例えば, 6

(小学生)を対象とした ｢新体カテスト｣では,握 として求める走性的な測定を組み合わせて実施する

力,上体起こし,長座体前屈 ,反復横跳び,20m ことが行われている｡ 例えば,穐丸ら'Z)は定量的な

シャトルラン,立ち幅跳び,50m走,ソフトボー 測定項目として,20m走,立ち幅跳び,テニスボ

をおいた体力を測定している｡ 1
1
歳 様々な運動ができる ･できないを成就率 (合格率)
岡山大学教育学部保健体育講座 
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齢区分は暦年齢ではなく,幼稚園における 4歳児ク
ラス,5歳児クラスといったクラス区分である｡ 
2.測定項目･測定方法
体力 ･運動能力の測定は,各年次とも 11月に実
施した｡測定項目は,25m走,ボール投げ,懸垂 ,
立ち幅跳び,片足立ちの 5項目である｡ 各項目の測
定方法等は以下の通りである｡
･25m走 :25m直走路の通過時間測定を行う｡
計測は 2回実施し,上位の記録を採用する｡ 記
-ル投げ,反復横とび,ケンケン跳び,縄跳び,懸
垂,片足立ち,ボールつき,跳び越 しくぐりの 10
項目を,さらに定性的な測定項目として,テニスボ
ール的当て,逆上がり,ボール蹴 り,テニスボール
両手受け,でんぐり返り,開脚跳びの 6項目をテス
ト項目としている｡ しかし,このような 16項目に
もおよぶテストを,継続的に大規模に実施すること
は現実的には難しく,多くの場合はこれらのテスト
項目から各幼稚園の実情に応じたテス ト項目が選択
されて実施されている｡ また,大規模な標本による
幼児の体力 ･運動能力の発育と性差についての報告 0秒単位とする｡
はいえない3' を採用する｡｡
る｡している体力 ･運動能力テス トか ら, 1992年, 
は4歳および 5歳であり,当該年齢の全園児を対象
4歳 5歳
年 n 平均 ±SD % CV n 平均 ±SD % CV 
m走25
1992 
1999 
28 
29 
5 ± 0
8 ± 0
7.
8.
6.
6.
29 
27 
2 ± 0
6 5 
4.
0.1.
6. 5 
2 
6.
8.
(秒) 
2006 
ボール投げ 
1992 
1999
 
2006
 
立ち幅跳び 
録は, 1/1
は年々減少する傾向にあり,近年の幼児の体力 ･運 ･ボール投げ :硬式テニスボールを使用して投距
動能力に関する現状は十分に明らかにされていると 離測定を行う｡ 計測は 2回実施し,上位の記録
0c記録は,1m単位とする｡
本研究では,岡山大学教育学部附属幼稚園が実施 ･懸垂 :雲悌 (うんてい)での懸垂時間を測定す
/1計測は 1回とし,記録は10秒単位とする｡
2006年およびその中閏年にあたる 1999年のデータ ･立ち幅跳び :両足踏み切りによる跳躍距離を測
を用いて 15年間の推移を明らかにすることを目的 定する｡ 計測は 2回実施し,上位の記録を採用
とした｡ する｡記録は, cm単位とする｡
･片足立ち :開眼片足による立位保持時間を測定
日 方法 する｡ 支持足は指定しない｡計測は1回とし,
1.対象者 記録は秒単位とする｡ 
対象者は,1992年,1999年,2006年における岡
山大学教育学部附属幼稚園児である｡ 対象者の年齢 3.統計処理
4.統計処理に使用したソフトは,SPSS10である｡
としているが,体力 ･運動能力テストの実施日に欠 年次別,年齢別,性別の比較には分散分析および多
席や体調不良等の理由により,測定項目別の対象者 重比較を用いた｡統計的有意水準は 5%未満とした｡
数は25名から33名までとなった｡尚,ここでの年
表 1 男児の対象者数 ･平均値 ･%cv (年齢別 ･年次別) 
9.
1.
7
43 
44.4 
8.39
??

0.
3.
4.
3.
0.
6.
9.
9.
8.
5.1028 
2 6 
2 8 
0 0 
8 5 
8 ±92 
4.
4.
8.
1.
1.
83
1328 
. 99 ±6
84 ±65
4 ±16 
???

31
 
31
 
29
 
26
 
5.
8.
0.
113
1229 5 ±19 
.1 ±12 
28
 
31
 
1.
8.
9.
1.
0.
6.
6.
60
40
7 ± 2
7± 2
6.7± 1
. 11 ±4
. 72 ±3
6.6.6± 028
 
6.
2.
8.
3.
8.1 
6 
6 
8 
6 
3.
6.8.
90
1029 
. 58 ±5
2 ±12 
29
 
30
 
25
 
29
 
30
 
.
31.
20.
2.
1.
16
1030 7 ±1
86 ±3
2 ±1
7 ±3
6 ±1
29

l)(n.
(cm) 
4.
1.
2.
1.
34. 79 ±2
30 ±24
31 .441 ±33
3ユ29
 
29
 
28
 
28
 
31
 
29
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表 2 女児の対象者数 ･平均値 ･% CV (年齢別 ･年次別) 
4歳 5歳
年 n 平均 ± SD %CV n 平均 ±SD %CV 
.4 ±
6
 47.
03.
66. 
4.
9

04.
06.
?
.1 
4.

6
6
2
3
87.
32
 
222.
12.

?
4.
5
29
82.
2

?
30
 
1.
35
20.

?
57.
28
1.
64

?
30
 
23.
3
20.

?
62.
2
3

.
98.
2

? 
79
2 368± .
 
33
 
? 
6 (年 )
6(年 )002
9
9
19
2
9
9
1

4.
73
993.

87.
6

70.
6

45.
1

52.
1

13,
1

63.
8

69.
8

85.
7

73.
5.

4±
0±4

83.
48.
69.
59.

±

±3

±5

± 1

± 1

53.
13
29
65.
4
30

l6.
07.
3.
03.
10
7
29
00.
9

1 ±l
±6

図 2 ボール投げ 
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07.
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3
75.
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4
16.
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85,
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67. 
64.
223.
 
32
93.
4

29
37.
8

1
00.(<p )であった｡
1±4

±2

± 1

65. 
92. 
42.
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7
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17.
3
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29

図 1に 2 走の年次別,年齢別,性別の結果を
示した｡ 4歳児に比べ 5歳児が有意に低値 
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59.
9
03

. .4 ±1
4 
16.
 
4
4±
2
43.

8
8
33

03

4 ±
96.
1
28.

2
3

08.
4
1
3

(衣(表 1),女児eff fV )を男児 
2)別に示した｡
ionitarao
ii tcen
Co
2年に比べ 
1)が認め
1)
00.(<p
33

47.
8
ll
次変化は認められなかった｡% CVは,男児で 
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ll 結果
体力 ･運動能力テス トにおける測定項 目別,年齢
別,年次別の人数,平均値 お よび% CV (% 
られた｡ 4歳男児､ 5歳女児､ 5歳男児に有意な年
走5m2

(秒) 
9
9

0
年次推移については, 4歳女児で 1

年及び 2
9
9
19

(11)
 
)cm(
-
7

6 (年 )
図 3 懸垂
3-ー 
5m
2
 走図 1
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1992 1999 2006(年)

図 4 立ち幅跳び
 
1992 1999 2006 (年 )

図5 片足立ち

図 2にボール投げの年次別,年齢別,性別の結果
を示 した ｡ 4歳児 に比べ 5歳児が有 意 に高値 
(p001)であり,男児が女児に比べ高値 p<00)<. ( .1

であった｡年次推移については,全ての年齢 ･性別

で有意差が認められなかった｡ % CVは,男児で
 
284-4.,女児で . 51
. 44 222-3.の範囲であった｡
図 3に懸垂の年次別,年齢別,性別の結果を示 し

た｡性別については,有意差が認められなかった｡
 
4歳児に比べ 5歳児が有意に高値 (<.1
p00)であり,
年次推移について有意差が認められた (<.)がp001
一定の傾向ではなかった｡ 5歳女児で 1992年に比
べ 1999年及び 2006年に有意な低下 (いづれ も 
p<.1, 4歳男児で 20年が 19 99年に00) 06 92年と19

比べが有意に向上 (<.1
p00)していた｡ 4歳女児､
 
5歳男児については,有意な年次変化は認められな

かった｡% CVは,男児で 589-8.,女児で4.
. 53 07
 
-787
.の範囲であった｡
図 4に立ち幅跳びの年次別,年齢別,性別の結果
を示 した ｡ 4歳児 に比べ 5歳児が有意 に高値 
(p001)であ り,男児が女児に比べ有意に高値<.
(p001)であった｡ 年次推移についても有意差<.
(p00)が認められ,近年になるほど低値となっ<.1

ていた｡ 4歳男児と5歳女児で 1992年に比べ 1999

年及び206 ( <.1,5
0年に有意な低下 いづれもp00)
歳男児で 1992年 に比べ 2006年 に有意 な低下 
(p00)が認められた｡<.1 4歳女児については,有
意な年次変化は認められなかった｡%CVは,男児
で 132 449 113-4..- .,女児で . 93の範囲であった｡

図 5に片足立ちの年次別,年齢別,性別の結果を

示した｡4歳児に比べ 5 (<.1
歳児が有意に高値 p00)

であり,男児が女児に比べ高値 (<.1
p00)であった｡

年次推移については, 4歳女児で 1992年と1999年

に有意な低下 (<.1
p00)が認められた｡ 4歳男児､ 
5歳女児､5歳男児に有意な年次変化は認められな
かった｡ % CVは,男児で 66.0-122.4,女児で 
785-9.. 00の範囲であった｡ 
l 考察V
誕生から就学前までの数年間に,ヒトの運動系の
発達における基礎づくりはほぼ完了するとみられて
いる4'｡つまり,幼児期は,動きづくりを目指して,
種々の運動様式,動き方を経験し,身につけていく
時期である5〕ことから,この時期の運動経験は重要
な意味を持つと考えられる｡ しかし,最近の子ども
の身体活動量は減少傾向にあることが報告されてい
る｡ 加賀ら6)は, 1997年に小学生を対象として歩
行調査を行い, 1日の平均歩数が約 10年前に比べ
て 2/3程度となっており,児童の日常生活活動量
は経年的に減少していることを報告している｡また,
井上 7'は 1984年と1997年に,幼稚園児を対象とし
た歩行調査を行い,幼稚園児の運動量が減少してい
ることを明らかにしている｡ 通学距離,通学手段な
どによる違いもある程度考えられるが,それを考慮
しても幼児期を含む子どもの身体活動量が十分に確
保されている状況にはないといえる｡ このような状
況は,子どもの体力 ･運動能力に影響をおよぼすと
考えられる｡
本研究からは,体力 ･運動能力テス トのすべての

測定項目で 4歳児に比べ 5歳児が高値となることが

確認できた｡体力 ･運動能力に加齢の影響が大きい

ことは,この時期とすれば当然のことであり,発育

期にある子ども全般の特徴と考えられる｡ また,25
 
m走,ボール投げ,立ち幅跳び,片足立ちにおいて

は,男児が女児に比べ高値となっていた｡性差につ

いては,個人差の影響がより強い時期にもかかわら
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ず多くの研究で男女差が報告 8'9'されている｡ 本研 の取り組みが必要と考えられた｡ 
究からも,幼児期の体力 ･運動能力を検討する上で
男女差を考慮に入れる必要性があると考えられた｡ ∨ 文献 
また,各測定項目の% CVは,2
げ,立ち幅跳びに比べ,懸垂と片足立ちが高値とな
5m走 ,ボール投 1)文部省.新体カテス トー有意義な活用のため
に -.2000 
る結果であった｡走 ･投 ･跳に関与する体力の構成 2)穐丸武臣.幼児の体格 ･運動能力の 30年間の
要素としては,瞬発力や協応性が考えられる｡また, 推移 とその間題.子 どもと発育発達. 1, 2. 
懸垂と片足立ちに関与する体力の構成要素は,筋持
久力や平衡性と考えられる｡ 瞭発力や協応性の急激
.20231-821 30
3)出村慎一 (監修),村瀬智彦 (著).幼児の体
な発達は小学校期以降であり,幼児については共通 力 ･運動能力の科学-その測定評価の理論と実
して未発達な時期であるため個人差が小さいと考え 5際 -.有限会社ナップ.200
られた｡しかし,筋持久力や平衡性は幼児期から発 4)宮丸凱史.幼児期と動きの獲得.体育の科学 
達がみられ,特に平衡性は幼児期の発達が著しい体 .1
力の構成要素とされている｡ このことから,個人差 5)佐々木玲子.幼児の動作における速度調整の発
0,.15-2153 589
が大きいことが特徴とされる幼児の体力について, 65,達 (特集記事).体育の科学 4 ll.89-83.
7

5991その構成要素による差異が明らかとなった｡
体力 ･運動能力の年次推移については,年齢別, 6)加賀勝,高橋香代,鈴木久雄,池田延行.小学
性別,測定項目別の 20グループのうち,向上は 2 生における体育授業中の活動量が日常生活活動量
グループ,低下は 5グループ,変化なしが 13グル 72,
9
に及ぼす影響.スポーツ教育学研究 1 .9
ープであった｡低下したグループの全てが, 1
年と比べての低下であった｡幼児を対象とした全国 7)井上高光.歩数調査から見た子どもの変化 (研
-5
7301 .19929
669調査を実施 した杉原らの報告10'によれば, 1 年
から1 689
inkllfoouResearc究発表). hJ ma Wa g2:6 3.7-7
8199
8)出村慎一.幼児期におけるボール遠投に対する
年にかけての 20年間は,総体的にみて体
689力 ･運動能力の変化に一定の傾向がみられず,1
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家庭,地域,幼稚園を含む学校,それぞれにおいて
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